
 

第 7期計画における地域密着型サービスの施設整備状況について 

 

 第７期計画期間中（平成 30 年度～令和 2 年度）における地域密着型サービスの施

設整備については、公募により採択された各事業者により整備されているところです。

このことに伴う、地域密着型サービス事業所数の変動や、その他のサービスの状況に

ついて報告します。 

記 

 

１．地域密着型サービス施設整備の状況（予定） 

①認知症対応型共同生活介護（12ユニット）   （整備予定年度・開設年月日順） 

事業者名 整備年度 開設年月日 ユニット数 圏域名（町名） 

社福)星隆会 H30年度 H31.4.19 新設１ 第二（塩冶町南町） 

㈱ピュアライフ島根 H30年度 R1.5.1 新設１ 大社（大社町遙堪） 

㈱ビジュアルビジョン R1年度 R1.12.1 新設２ 斐川東（斐川町荘原） 

㈱ラッシュ R1年度 R2.3.20 新設２ 斐川東（斐川町学頭） 

社福)神門福祉会 R1年度 R2.4.1 増設１ 河南（神門町） 

㈱結水織 R1年度 R2.4.1 新設２ 浜山（東園町） 

社福)壽光会 R2年度 R3.3.1 新設１ 湖陵（湖陵町差海） 

㈱おはつ R2年度 R3.3.31 新設２ 河南（下古志町） 

 

  ②定期巡回・随時対応型訪問介護看護（１か所） 

事業者名 整備年度 開設年月日 圏域名（町名） 

社福)出雲南福祉会 R1年度 R2.3.15 第一（大津町） 
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２．認知症対応型共同生活介護施設（予定）数（圏域別） 

圏域 
H29年度末 

H30年度～R２年度 

（第７期中の増減） 
合 計 

ユニット数 定員数 ユニット数 定員数 ユニット数 定員数 

①第一 ６ ５４   ６ ５４ 

②第二 ４ ３６ １ ９ ５ ４５ 

③第三 ５ ４５ ※1▲１ ※1▲９ ４ ３６ 

④浜山 ２ １８ ２ １８ ４ ３６ 

⑤南 ２ １８   ２ １８ 

⑥河南 ３ ２７ ３ ２７ ６ ５４ 

⑦平田 ９ ８１   ９ ８１ 

⑧旭丘 ２ １８ ※2▲１ ※2▲９ １ ９ 

⑨光 ５ ４５   ５ ４５ 

⑩佐田 １ ９   １ ９ 

⑪多伎 ２ １８   ２ １８ 

⑫湖陵 ４ ３６ １ ９ ５ ４５ 

⑬大社 ７ ６３ １ ９ ８ ７２ 

⑭斐川西 ２ １８   ２ １８ 

⑮斐川東 ４ ３６ ４ ３６ ８ ７２ 

合計 ５８ ５２２ １０ ９０ ６８ ６１２ 

  ※1 認知症高齢者グループホーム おちらと（R2.4.30廃止） 

※2 グループホームるんびにぃ苑（R2.2.29廃止） 
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３．サービス種類ごとの事業所数 

 サービス種類 
H29年度年度末 第７期（H30～R2） R2 年度 5 月末 増減 

実働 休止 新規 休止 廃止 実働 休止 実働 休止 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

訪問介護 48 2 3 0 4 48 1 0 ▲ 1 

訪問入浴介護 4 0 0 0 1 3 0 ▲ 1 0 

訪問看護 17 0 4 1 2 18 1 1 1 

訪問リハビリ

テーション 
2 0 2 0 0 4 0 2 0 

居宅療養管理

指導 
3 0 0 0 3 0 0 ▲ 3 0 

通所介護 35 0 4 1 1 37 1 2 1 

通所リハビリ

テーション 
7 1 0 0 0 7 1 0 0 

短期入所生活

介護 
24 0 3 0 2 25 0 1 0 

短期入所療養

介護 
9 0 1 0 1 9 0 0 0 

特定施設入所

者生活介護 
12 0 0 0 0 12 0 0 0 

福祉用具貸与 21 1 1 1 3 19 1 ▲ 2 0 

特定福祉用具

販売 
21 1 1 1 3 19 1 ▲ 2 0 

小 計 203 5 19 4 20 201 6 ▲ 2 1 

施
設 

サ
ー
ビ
ス 

介護老人福祉

施設 
19 0 0 0 0 19 0 0 0 

介護老人保健

施設 
9 0 1 0 1 9 0 0 0 

小 計 28 0 1 0 1 28 0 0 0 
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 サービス種類 
H29年度年度末 第７期（H30～R2） R2 年度 5 月末 増減 

実働 休止 新規 休止 廃止 実働 休止 実働 休止 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

定期巡回・随

時対応型訪問

介護看護 

1 0 1 0 0 2 0 1 0 

地域密着型通

所介護 
45 0 4 3 4 42 3 ▲ 3 3 

認知症対応型

通所介護 
14 1 0 1 2 10 2 ▲ 4 1 

小規模多機能

型居宅介護 
17 0 0 0 0 17 0 0 0 

認知症対応型

共同生活介護 
35 0 5 0 2 38 0 3 0 

地域密着型介護

老人福祉施設入

所者生活介護 
3 0 0 0 0 3 0 0 0 

看護小規模多

機能型居宅介

護 

1 0 0 0 0 1 0 0 0 

小 計 116 1 10 4 8 113 5 ▲ 3 4 

居宅介護支援 75 5 9 5 17 65 7 ▲ 10 2 

合 計 422 11 39 13 46 407 18 ▲ 15 7 
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居宅介護支援事業所アンケート調査の結果について 

 

 

 出雲市では、第８期介護保険事業計画の策定に向けて、市内の介護サービス供給状況の

実態把握を行い、今後の介護サービス基盤の整備について検討するために、居宅介護支援

事業所及び高齢者あんしん支援センターを対象にアンケート調査を実施しました。 

 当該アンケートの結果を踏まえ、今後は介護保険運営協議会において議論をいただきな

がら第８期介護保険事業計画の策定を進めていきます。 

 

 

 

≪調査概要≫ 

１ 調査実施期間   令和２年３月２日～令和２年３月１３日 

２ 調査対象事業所  居宅介護支援事業所（休止事業所を除く６５事業所） 

           高齢者あんしん支援センター 

３ 調査方法     調査票を郵送し、ＦＡＸまたはメールまたは郵送により回答 

４ 調査結果     以下のとおり 

 

問１ 日常生活圏域のうち、貴事業所の利用者が多い圏域（上位３つ）を選び、左欄に〇

をご記入ください。〇を記入した日常生活圏域の利用者数（令和２年２月２９日時

点）をご記入ください。 

 

【居宅介護支援事業所 ６５事業所】 

（全圏域）回答：６４事業所／６５事業所 

481 
447 

412 

225 
165 147 

509 

108 123 120 
93 99 

473 

300 
344 

0

100

200

300

400

500

600

利
用
者
総
数

居宅介護支援事業所を利用している利用者
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（第一圏域）回答：６事業所／７事業所 

 
 

 

（第二圏域）回答：２事業所／２事業所 

 
 

 

（第三圏域）回答：１４事業所／１４事業所 

 
 

 

（浜山圏域）回答：７事業所／７事業所 

 
 

 

（南圏域）回答：３事業所／３事業所 

 

172
146

64

0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

50

100

150

200

利
用
者
数

57

85

0 0

27

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

20

40

60

80

100

利
用
者
数

188

113

329

55
16 8 0 0 0 0 0 0

55
1 0

0

100

200

300

400

利
用
者
数

39
48

11

89

9
0 5 2 0 0 0 0

11
0 0

0

20

40

60

80

100

利
用
者
数

7 17
0 0

106

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

50

100

150

利
用
者
数
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（河南圏域）回答：４事業所／４事業所 

 
 

 

（平田圏域）回答：８事業所中／８事業所 

 
 

 

（旭丘圏域）回答：１事業所／１事業所 

 
 

 

（光圏域）回答：１事業所／１事業所 

 
 

 

（佐田圏域）回答：１事業所／１事業所 

 

0

38

0

55

0

117

2 0 0 0 0
15

27

0 0
0

50

100

150

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0

350

59 65
0 0 0 0 0 0

0

100

200

300

400

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0

35

45

13

0 0 0 0 0 0
0

10

20

30

40

50

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0

33

2

29

0 0 0 0 0 0
0

10

20

30

40

利
用
者
数

0 0 0 0 5 0 0 0 0

120

1 0 0 0 0
0

50

100

150

利
用
者
数
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（多伎圏域）回答：１事業所／１事業所 

 
 

 

（湖陵圏域）回答：１事業所／１事業所 

 
 

 

（大社圏域）回答：８事業所／８事業所 

 
 

 

（斐川東圏域）回答：４事業所／４事業所 

 
 

 

（斐川西圏域）回答：４事業所／４事業所 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

84

2 0 0 0
0

20

40

60

80

100

利
用
者
数

0 0 0 0 0
13

0 0 0 0
8

82

0 0 0
0

20

40

60

80

100

利
用
者
数

0 0 8 26 0 0
67

0 16 0 0 0

380

8 0
0

100

200

300

400

利
用
者
数

18
0 0 0 0 9 4 0 0 0 0 0 0

172

93

0

50

100

150

200

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0

119

251

0

100

200

300

利
用
者
数
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【高齢者あんしん支援センター職員３９名】 

（全体） 回答者３９名の合計 

 
 

 

 

（出雲高齢者あんしん支援センター） 回答者１７名の合計 

 
 

 

 

（平田高齢者あんしん支援センター） 回答者６名の合計 

 
 

 

 

（佐田高齢者あんしん支援センター） 回答者２名の合計 

 
 

 

 

150 

101 

163 

103 

41 
59 

190 

67 
57 

27 32 
46 

129 

91 

131 

0

50

100

150

200

利
用
者
総
数

高齢者あんしん支援センターを利用している利用者

150

101

163

103

41
59

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0

50

100

150

200

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0

190

67 57

0 0 0 0 0 0
0

50

100

150

200

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0 0 0 0

23

9 9

0 0 0
0

5

10

15

20

25

利
用
者
数
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（多伎高齢者あんしん支援センター） 回答者２名の合計 

 
 

 

 

（湖陵高齢者あんしん支援センター） 回答者１名 

 
 

 

 

（大社高齢者あんしん支援センター） 回答者５名の合計 

 
 

 

 

（斐川高齢者あんしん支援センター） 回答者７名の合計 

 

0 0 0 0 0 0 0 0 0
4

23

17

0 0 0
0

5

10

15

20

25

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20

0 0 0
0

5

10

15

20

25

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

129

0 0
0

50

100

150

利
用
者
数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

91

131

0

50

100

150

利
用
者
数
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問２ 介護サービス（介護予防を含む）の現状において、出雲市内のサービス供給の過不

足について、どのように感じていますか。サービス種類毎に、該当するものを１つ選

び、〇をご記入ください。 

 

【居宅介護支援事業所 ６５事業所】 

 

充足 やや不足 不足 未回答 

回
答
数 

割
合 

回
答
数 

割
合 

回
答
数 

割
合 

回
答
数 

割
合 

サ
ー
ビ
ス
供
給
の
過
不
足 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

訪問介護 20 31% 27 41% 15 23% 3 5% 

訪問入浴 5 8% 13 20% 44 68% 3 4% 

訪問看護 38 58% 20 31% 5 8% 2 3% 

訪問リハビリテーション 46 71% 12 18% 4 6% 3 5% 

通所介護 47 72% 12 19% 2 3% 4 6% 

通所リハビリテーション 25 39% 23 35% 15 23% 2 3% 

短期入所生活介護 17 26% 31 48% 13 20% 4 6% 

短期入所療養介護 10 16% 19 29% 28 43% 8 12% 

特定施設入居者生活介護 25 38% 22 34% 7 11% 11 17% 

福祉用具貸与 58 89% 1 1% 1 2% 5 8% 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 12 19% 12 18% 25 38% 16 25% 

地域密着型通所介護 44 68% 12 18% 3 5% 6 9% 

認知症対応型通所季語 37 57% 16 25% 6 9% 6 9% 

小規模多機能型居宅介護 26 40% 25 38% 7 11% 7 11% 

認知症対応型共同生活介護 30 46% 15 23% 12 19% 8 12% 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 20 31% 17 26% 16 25% 12 18% 

看護小規模多機能型居宅介護 12 19% 13 20% 25 38% 15 23% 

施
設 

介護老人福祉施設 13 20% 17 26% 30 46% 5 8% 

介護老人保健施設 23 35% 21 32% 16 25% 5 8% 
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居宅介護支援事業所が「やや不足」「不足」と回答したサービスの割合 

 

 
  

41%

20%

31%

18%

19%

35%

48%

29%

34%

1%

18%

18%

25%

38%

23%

26%

20%

26%

32%

23%

68%

8%

6%

3%

23%

20%

43%

11%

2%

38%

5%

9%

11%

19％

25%

38%

46%

25%

訪問介護

訪問入浴

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

やや不足 不足
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居宅介護支援事業所が感じている各介護サービスの現状 

 

●訪問介護 

 

★地域によっては不足している。 

 

★早朝や夜間の対応が難しい。 

 

★希望する利用時間帯や曜日が集中し、

利用者の希望に添えない。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・稗原方面等、地区によって不足している。ケースによっては男性を希望

される場合もあるが、男性ヘルパーも少ない。介護タクシーが少ない。 

・南地区に不足している印象を持つ。他の地区の事業所を利用しても朝の

早い時間など距離もあり受け入れてもらえないことがある。 

第三 
・事業所は充足していると思われるが、事業所でのヘルパー確保に課題が

ある。同一時間の希望が多く、希望の時間に依頼できない。 

浜山 ・特に市内の西地区（佐田、多伎、湖陵）が不足している。 

南 ・夜（20:00以降）の訪問が難しい。日曜日の営業者（人員）が少ない。 

河南 
・多伎地区に介護保険ヘルパーがないので、地区外のヘルパー利用となる

が、移動距離、時間がかかる。 

平田 ・地合、塩津、坂浦など漁村部に訪問してくれる事業所がない。 

旭丘 

・１日複数回の毎日型など利用頻度が多いと、受けてもらえる事業所が少

ない印象がある。稀に複数の事業所から訪問してもらうこともある。移動

介助など重介護が必要な時に男性ヘルパーがいると大変助かる。 

光 
・事業所はあるが、時間枠が空いてない。山間部など事業所より離れてい

ると対応できない事業所が多い。 

佐田 ・積雪時は訪問できない地区がある。早朝、夜間対応は難しい。 

多伎 

・当該地域全域可能とするサービス事業所が１つであり、その事情所の稼

働状況や利用者の居住地によっては、ニーズが満たせないことも考えられ

る。 

大社 
・光圏域の北浜、鰐淵、大社圏域の鵜鷺、日御碕地域については、事業所

からの距離が遠いという理由で訪問を断られることが多い。 

斐川西 
・予防の方の生活援助を受けてくれる事業所が少ない。夜間帯（１８時以

降）受け入れてくれる事業所が少ない。 

斐川東 
・訪問系のサービスは曜日及び時間帯が集中する傾向にあり、利用者の希

望に添えない場合がある。 

 

  

充足

31%

やや不足

41%

不足

23%

未回答

5%
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●訪問入浴介護 

 

★出雲市全体で少ない。 

 

★市外の事業所に頼らざるを得ない状況。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 
・出雲全体で少ない。特に平田の方の対応に困っています。早急に不足を

解消して欲しいです。 

第二 
・市内の事業所が閉鎖し、市外（松江市）の事業所に頼らざるを得ない状

況。今後、看取りの利用者など多くなれば需要も多くなると思う。 

第三 

・出雲市の介護保険サービスの特徴を象徴するサービスだったと思いま

すが、絶対的に少なくなりました。他保険者の事業所からサービス提供を

受けている状態です。 

・事業所閉鎖に伴い、利用できない利用者がいる。重度の人が利用者であ

るため、入院、死亡などで事業所の採算が取れない状況と思われる。市の

横出しで、入浴車事業に以前のように補助金があると事業所閉鎖が少なく

なると思われる。 

浜山 ・事業所が少なく、２回希望にも１回しか利用できないことがある。 

旭丘 
・最近は利用ニーズも少なく、困ってはいないが、必要になった場合、近

辺に事業所がない。 

大社 ・出雲地域に３か所しか事業所がない。 

 

 

 

 

 

 

 

●訪問看護 

 

★市内中心部から離れた地域は不足して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充足

8% やや不

足

20%

不足

68%

未回答

4%

充足

58%やや不足

31%

不足

8%
未回答

3%

-14-



サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 
・精神科病院から地域へ移行していく時代。精神の訪問看護事業所が少な

い。西部に事業所が少ない。 

第二 
・サ高住が増え、訪問診療と訪問看護がセットになり件数が増えている。 

・南地区や山間部に不足。 

第三 ・南、平田、旭丘、光、佐田、多伎地区など不足。 

南 ・土日祝日に営業していない。 

佐田 
・町内に無い。奥地は訪問が難しい。曜日や回数に制限がある。緊急加算

は付けても訪問は不可、という状況。 

 

 

 

●訪問リハビリテーション 

 

★市内全域を訪問できる事業所が少な

い。 

 

★交通費が掛かるため、利用しにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 ・訪問日時の要相談が多い。出雲市内全域の訪問可能の事業所が少ない。 

第二 ・充足はしているが、ＳＴの数が少なく決まった事業所になりがち。 

浜山 
・斐川から通うところが少ない。 

・言語聴覚士セラピストの人数が少ない。 

南 ・中山間地には来たがらない。 

河南 
・ショートステイ等を利用するとリハビリが受けれないため、支障が出る

疾患もある。もう少し増えるとありがたい。 

佐田 ・交通費がかかるため利用がしにくい。訪問不可能地区もある。 

平田 
・訪問リハビリテーション事業所の病院への受診が出来ず、診療未実施の

方が多い。 

  

充足

71%

やや不

足

18%

不足

6%

未回答

5%
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●通所介護 

 

★特浴設備がある事業所が少ない。 

 

★土日の利用がしにくい。 

 

★半日のデイサービスが少ない。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 
・数はあるが、活動内容に変化なく希望しない利用者が多い。 

・特浴設備がある事業所が少ない。 

第三 

・難病、気管切開等の受入れ先が少ない。 

・介護予防の方を受け入れてもらえない。上津地区は通所事業所が限られ

ている。 

河南 ・土日の利用が出来ないことが多くて困る。 

平田 ・地合、塩津、坂浦など漁村部に送迎の都合で利用を断られる。 

光 ・通所事業所は充足しているが、山間部に対応できない事業所が多い。 

大社 ・半日のデイサービスは少ない。遠隔地の送迎は出来ないと断られる。 

斐川西 
・短時間のフレイル（※）教室があると良い。※健常から要介護へ移行す

る中間の段階のこと 

 

 

 

 

  

充足

72%

やや不足

19%

不足

3%
未回…

-16-



●通所リハビリテーション 

 

★入浴の必要があると受入れできない事

業所が多い。 

 

★地域によっては送迎がしてもらえな

い。 

 

★希望する利用回数を確保できない。 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 1 
・空きを待っている事が多い。地域限定や１日の利用定員が限られている

ので、地域によっては利用できない。 

第一 6 
・平田、斐川地区に少ない。上津など地区によっては送迎不可で、利用の

選択ができない。 

第一 7 
・どの事業所も入浴体制が厳しくなっており、土曜日が休みになった事業

所もある。リハビリと入浴を別に確保しなければいけなくなってくる。 

第三 10 ・重度であると、入浴設備が整っていないところがある。 

第三 22 
・事業所数としては充足と思うが、入浴対応の必要性があると受入れ困難

なところが多い。 

南 33 ・出雲南部まで送迎の対応不可。 

河南 37 ・利用希望の利用回数が確保されない。 

平田 38 ・平田地区では万田の郷しか事業所がなく数が不足。 

湖陵 50 
・湖陵以西になると受入れができない事業所あり。新規紹介を断られるこ

とがあった。 

大社 57 ・斐川、平田地域、資源少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

充足

39%

やや不足

35%

不足

23%

未回答

3%

-17-



●短期入所生活介護 

 

★急な対応をしてもらえない。（２か月先

まで予約で埋まっている） 

 

★土日に受入れてもらえないことが多

い。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・数はあるが、急な利用に対するフォローが難しい。予約が２か月前は、

予定が立たないと言われる家庭が多い。 

・全域的にショートが取れにくい。 

・平田、斐川の奥まで送迎してもらえないケースあり。福祉タクシー利用

で自己負担増となって困っている。 

・個室化により、低所得者向けの部屋が少なくなった。医療依存度の高い

方の受入れが難しい。２か月前の予約で埋まってしまい、急な利用が必要

な時に空きがなかったりと、対応してくれない事もある。リハビリをして

くれる事業所が少ない。 

第三 ・土日の受入れができないことが多い。 

平田 
・ロングショートステイ利用者が多く、在宅でずっと介護されている家族

の急な用事等で利用をお願いしても利用できないことがある。 

旭丘 

・どの事業所も毎月定期的に利用する人が多く、新規の利用者の受入れが

困難な場合がある。急に利用しなければならない時、新規の利用者だと受

入れ先を探すことが大変である。 

佐田 

・入所待ちでの利用が半分くらいなので不足している（町内１か所１０

床）。町外のショートは送迎が難しいと言われる。家族が送迎したり、民

間福祉タクシーを利用する。 

大社 

・光圏域の北浜、鰐淵、大社圏域の鵜鷺、日御碕地域については、事業所

からの距離が遠いという理由で送迎ができないと断られることが多い。急

な利用の時に空きが無いことが多い。 

大社 
・事業所が不足しており、急な退院や家族に緊急事態が発生した場合の受

入れが困難。 

斐川西 
・急な用事で緊急で利用したい時に空きがない。認知症の重度の方は利用

を断られることがある。 

斐川東 

・ショート利用に関しては予約優先であり、緊急時の利用に関して難しい

ことがあります。各事業所の短期入所の空きが常時一覧になっており、閲

覧できるようにインターネットで公開してあれば使いやすいと思います。 

 

 

 

  

充足

26%

やや不足

48%

不足

20%

未回答

6%
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●短期入所療養介護 

 

★医療依存度の高い方の受入れ先がな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 
・出雲市全体に少ない。医療依存度の高い方（昼夜吸引が必要等）の受入

れが出来ない。 

第二 

・需要はあるが、専用のベッドを確保しているところもなく、計画的に利

用することが難しい。 

・事業所が少なく、２か月前に予約を入れても予約できない時がある。利

用者の状態や希望で事業所の選択が出来にくいので、空きがあれば「どこ

でも」になり、結局家族や本人の意向に添えないこともある。 

第三 ・医療的に必要な方の行き場が無い。 

浜山 ・定期枠でいっぱいと言われることがある。新規のお願いがし難い。 

旭丘 
・旧平田市には空きベッド対応の事業所のみで、また、送迎対応などもし

ていないため利用がしにくい。 

斐川西 ・斐川町内に医療処置の出来る短期入所は、ほぼない。 

斐川東 
・医療依存度が高い方のショートの受入れ先が、なかなか普通のショート

では無いので、受入れ先があると助かります。 

 

 

 

  

充足

16%

やや不足

29%
不足

43%

未回答

12%
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●特定施設入居者生活介護 

 

★料金が高いので、安価なところが必

要。 

 

★医療依存度の高い方の受入れが難し

い。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・空き情報や定期的な受入れ体制があるかどうかの施設情報がない。急な

利用が必要な時に相談したいが、料金は高め。医療依存度の高い方（昼夜

吸引が必要等）の受入れが難しい。 

第二 ・中心部は充足している。 

大社 ・利用料の安価なところが必要。 

斐川東 

・入居費用の高さや空きがないという理由で、入所が難しい場合が多くあ

ります。基準を満たした有料老人ホームが、特定施設に移行しやすくなる

と良い。 

 

 

 

●福祉用具貸与 

 

★過不足ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 ・お試し利用が長い事業所だと有難い。 

第三 
・過不足なくあると思われる。事業所より用具のラインナップが異なり、

やむを得ず２事業所使うこともある。 

南 ・利用者数が多いので、充分足りてないと困る。現状で良い。 

斐川東 

・沢山の事業所を利用していますが、どこの事業所も早い対応をして頂き

助かっています。事業所によっては、同じ品目でも金額の差が大きいと感

じることがあります。 

 

  

充足

38%

やや不足

34%

不足

11%

未回答

17%

充足

89%

やや不足

1%

不足

2%

未回答

8%
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●定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 

★高齢者夫婦世帯、高齢者独居世帯が増

える状況から、必要な事業所。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・サ高住、住宅型有料老人ホームに併設だと利用しやすい。 

・高齢者世帯が増える中、柔軟な対応があると助かるので、定期巡回があ

ると助かる。利用頻度が無いため、どのような使い方が出来るかが分から

ない。 

第二 

・住宅へ入居しても介護保険で補えない部分は有償対応になり、最終の請

求が高額になる。定期巡回型であれば、ヘルパー部分の月料金が決まって

いるので安心。 

第三 ・利用が無く、過不足については分かりません。 

浜山 
・高齢者夫婦世帯、独居生活の高齢者が増えている中で、定期巡回サービ

スがあれば今後も生活が継続できると感じるケースがある。 

大社 

・日御碕、鷺浦、猪目などの地区も利用できるのか？人材確保はできてい

るのか。 

・サービス特徴踏まえた利用難しい。なくても、他のサービスで代替可能

な印象あり。 

斐川西 ・斐川町内に１事業所しかないので、今後は不安。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域密着型通所介護 

 

★小規模なデイサービスを希望されるこ

とが多いが、空きがない。 

 

★機能訓練特化型のデイサービスのニー

ズはあるが、順番待ちとなっている。 

 

 

 

 

 

 

充足

19%

やや不足

18%

不足

38%

未回答

25%

充足

68%

やや不

足

18%

不足

5%

未回答

9%
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サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 
・通所介護同様、数はあるが活動内容に限界があるので希望しないケース

がある。 

第二 

・小規模なデイサービスを希望されることが多いが空きが少ない。 

・受け入れ枠に空きがあっても、職員がいないことを理由に受け入れても

らえない。 

平田 
・機能訓練特化型ＤＳのニーズがあるが事業所も少なく順番待ちとなっ

ている。猪目、地合等への送迎が困難で断られるケースが多い。 

佐田 

・定員がギリギリなため家族の希望通りに調整できない。入浴の必要な方

が多いが、支援の方は難しい。町外も対応してくれるが、送迎不可地区が

ある。 

多伎 
・空きがあるが送迎が難しいので利用できないことがあり、やむなく通常

のデイサービスを利用することがある。 

湖陵 ・湖陵地区にない。 

 

 

 

●認知症対応型通所介護 

 

★地域密着型通所介護で代替可能。 

 

★過不足はない。 

 

★職員の専門性が一般の通所介護と変わ

らない。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 ・利用者に適した事業所があっても、遠距離で送迎が困難で断られる事がある。 

第二 
・最近は地域密着型通所介護事業所でも代替え可能。事業所数は少ないが、そこ

まで不足を感じない。 

第三 
・過不足はないと思われる。実際、専門的な認知症ケアが展開されてはないと思

われる。恐らく、他のデイサービスより特別な感じはない。 

南 
・単価が高いため、利用を好まない。職員の専門性が一般の通所介護と変わらな

い。 

河南 ・事業所は限られ、受入れを断られることが多い。 

大社 ・利用者家族の拒否が多い。 

斐川西 ・空きがなく利用回数を増やしたくても増やせないことがある。 

 

 

 

充足

57%
やや不足

25%

不足

9%

未回答

9%
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●小規模多機能型居宅介護 

 

★訪問・泊りサービスの体制が弱い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・訪問サービスの体制が弱い。設定料金が高いため、利用者に負担が大き

い方もいる。用具が多い方、医療系サービスが必要な方は限度額の問題に

突き当たる。特に稗原方面に足りない。 

第三 

・身近な地域と離れた地域の利用になることがある。 

・認知症高齢者にとっては身近な場所に必要な事業所。小学校区に２か所

は必要と思う。 

南 ・利用の仕方で利用料金が高くなる。 

大社 ・訪問サービスをスタッフ不足という理由で断られる事が時としてある。 

斐川西 ・訪問対応が難しいとの理由で断られる事がある。空きがない。 

斐川東 
・泊りが利用したくても、人員不足で利用できないとなかなか移行に繋げ

ようと思っても繋げにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●認知症対応型共同生活介護 

 

★地域に関係なく待機者が多い状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充足

40%

やや不足

38%

不足

11%

未回答

11%

充足

46%

やや不足

23%

不足

19%

未回答

12%
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サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・地域関係なく空き待ちをしている状況である。 

・希望者に対して直ぐに入所できない。 

・入所料金が高いため国民年金では入れない。生活保護の方が入れる施設

が決まってきて、空きがないとなかなか入れない。ショートステイをお願

いする時に負担限度額が利用できないので、経済的負担がかかってしま

う。 

第三 
・認知症高齢者が多く、必要な定数を満たしていない。 

・グループホームのニーズは高い。 

浜山 ・利用の希望があってもどこも満床で待機者も多い。 

南 ・グループホームは多数ある方が安心である。 

旭丘 ・どの事業所も満床のことが多く、スムーズな入所ができない。 

 

 

 

●地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

 

★事業所自体が少ない。 

 

★特養のニーズが高いが早期の入所が難

しいので、もう少し事業所が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第二 ・地域密着である必要性も少ないように感じる。 

第三 ・小規模の施設ニーズが高まる中、まだ不足していると思われる。 

浜山 ・申請をして順番待ちをしている。 

旭丘 
・特養のニーズは高く、早期の入所は難しい状況があるため、もう少し数

増えても良いのではないか。 

大社 ・事業所自体が少ない。 

斐川東 

・入所施設が少ないため、住み慣れた地域で生活が出来るよう整備が必要

だと思います。施設として他の特養との違いや手厚さなどを感じれると良

いです。 

 

充足

31%

やや不足

26%

不足

25%

未回答

18%
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●看護小規模多機能型居宅介護 

 

★医療依存度の高い方を受け入れてもら

える施設がもっと必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・旧出雲地区にも事業所があれば利用したい。 

・斐川にはあるが、旧出雲市にはない。吸引がある方等医療依存度の高い

方は、直ぐには泊まる事が出来ないので、看護付きだと頼みやすい。（移

行しやすい） 

第二 
・医療依存度の高い方の受入れをしてくれる事業所が増えれば、在宅で過

ごされる方も増えると思う。これから必要になってくると感じている。 

第三 

・旧出雲市内にもあった方が良い。斐川からだと利用できる距離にムリが

ある。 

・血糖コントロール（インスリン自己接種不可）など、医療行為が頻回に

必要な独居の方など、あると助かるサービスである。 

平田 

・在宅の支援を考える時、とても必要なサービスの１つだと思う。今は近

隣に１か所しかなく、希望されても区域外になり利用できない。このサー

ビスはもっと増えると良いと思う。 

旭丘 
・旧平田市には事業所が無いため、医療依存度が高く在宅生活を希望する

利用者においては、１か所程度は事業所があっても良い。 

斐川東 

・医療度が高い方を看護と介護を一貫して看ていただけるという安心感

があります。有料老人ホーム入居者の受入ればかりでなく、在宅もたくさ

ん対応していただきたいです。 

 

 

  

充足

19%

やや不足

20%

不足

38%

未回答

23%
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●介護老人福祉施設 

 

★待機の期間が長い。 

 

★医療行為が必要という理由で受け入れ

てもらえない。 

 

★老健等で入所待ちしている。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 ・空き待ちをしていて、家族が介護に疲れている。 

第三 

・待機の期間が長い。サ高住はあっても費用的に入れないと言われる方が

多い。 

・申し込みを受け付けたら、受け付けた文書を発行して欲しいと思いま

す。受順位が何番であるとか、半年後に何位になったとか定期的な連絡が

本人ご家族へ届く仕組みがあればと思います。 

・低所得の比較的介護度が軽度の方の受入れ先不足。 

・全体的に不足しています。 

・低所得の方が施設ニーズした場合、ほとんどが希望されることが多い。 

浜山 
・医療行為（区分低め）が必要であるということで、断られることが増え

ている。 

旭丘 
・特養のニーズは高く、早期の入所は難しい状況があるため、もう少し数

増えても良いのではないか。 

多伎 ・空きがなく、老健で入所待ちすることが多い。 

斐川東 
・入所に関しては絶対数が不足していると思いますが、不足の理由を明確

にして充足率の向上を目指しても良いのではと思います。 

  

充足

20%

やや不足

26%

不足

46%

未回答

8%
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●介護老人保健施設 

 

★医療依存度の高い方や薬価代が高い方

は断られることが多い。 

 

★希望してもなかなか利用できない。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※圏域 回答した事業所がある圏域） 

※圏域 意見等 

第一 

・利用したい時になかなか利用ができない。 

・医療依存度の高い方、薬代が高い方を拒否されることが多い。経済的に

厳しい方が、次の行き先が決まるまで柔軟に対応してくれるところがもう

少し増えると有難い。 

第二 
・寒い時期など入所を希望するが、同じような考えの方も多くなかなか入

所できない。 

第三 
・認知症専門棟を構えたところが増加すると、レスパイト機能も同時に行

えて良いと思もわれる。 

浜山 ・薬価が高く、断られるケースがある。 

河南 ・スタッフが不足しているために、空床があっても入所ができない。 

平田 

・入所してのリハビリ希望があっても、希望の日程がとれない。 

・退所を短期間在宅（ロングショート）での生活をされながら、特養入所

を待っている方が多い。在宅復帰に向けてのリハビリ目的の施設からは離

れつつある。 

佐田 
・町内には無いが、近隣を紹介し対応してもらっている。時期により、満

床。佐田町の冬は厳しいので「介護２，３」の方は短期間入所される。 

湖陵 ・空きがない。特に男性の場合は部屋数が少ない。 

斐川東 

・町内に１か所しかなく、退院後直ぐに自宅に帰ることができない場合に

老健に入所できず、自宅に帰らざるを得ない場合がある。3か月縛りで入

退所される場合に、サービスの調整にあたるケアマネの負担が大きいと感

じています。 

 

充足

35%

やや不足

32%

不足

25%

未回答

8%
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【高齢者あんしん支援センター職員３９名】 

 

 
充足 やや不足 不足 未回答 

 
回

答

数 

割

合 

回

答

数 

割

合 

回

答

数 

割

合 

回

答

数 

割

合 

サ
ー
ビ
ス
供
給
の
過
不
足 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

訪問介護 2 5% 16 41% 16 41% 5 13% 

訪問入浴 0 0% 6 15% 14 36% 19 49% 

訪問看護 13 33% 18 46% 2 5% 6 16% 

訪問リハビリテーション 17 44% 13 33% 4 10% 5 13% 

通所介護 6 15% 17 44% 11 28% 5 13% 

通所リハビリテーション 2 5% 7 18% 22 56% 8 21% 

短期入所生活介護 5 13% 23 59% 6 15% 5 13% 

短期入所療養介護 3 8% 12 31% 8 20% 16 41% 

特定施設入居者生活介護 7 18% 14 36% 7 18% 11 28% 

福祉用具貸与 30 77% 3 8% 0 0% 6 15% 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 5 13% 7 18% 12 31% 15 38% 

地域密着型通所介護 9 23% 19 49% 4 10% 7 18% 

認知症対応型通所介護 9 23% 14 36% 7 18% 9 23% 

小規模多機能型居宅介護 7 18% 17 44% 8 20% 7 18% 

認知症対応型共同生活介護 9 23% 13 33% 6 16% 11 28% 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 2 5% 10 26% 15 38% 12 31% 

看護小規模多機能型居宅介護 2 5% 6 15% 17 44% 14 36% 

施

設 

介護老人福祉施設 4 10% 14 36% 15 39% 6 15% 

介護老人保健施設 4 10% 10 26% 14 36% 11 28% 
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高齢者あんしん支援センターの職員が「やや不足」「不足」と回答したサービスの割合 

 

 
 

 

 

  

41%

15%

46%

33%

44%

18%

59%

31%

36%

8%

18%

49%

36%

44%

33%

26%

15%

36%

26%

41%

36%

5%

10%

28%

56%

15%

20％

18%

0%

31%

10%

18%

20％

16％

38%

44%

39％

36%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

訪問介護

訪問入浴

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入所者生活介護

福祉用具貸与

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

やや不足 不足
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高齢者あんしん支援センターの職員が感じている各介護サービスの現状 

 

●訪問介護 

 

★利用できる事業所が限られている。 

 

★新規の受入れを断られることが多い。 

 

★利用回数を増やすことができない。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 

・山間部の方が利用の希望の時、限られてしまうか、無い。 

・事業所の閉鎖、人員不足。南部は地域によって利用できる事業所が限ら

れている。 

平田 
・①平田（佐香）、②旭丘（伊野）、③光（鰐淵、北浜）など限られた事業

所の登録ヘルパーに頼ることあり。松江、出雲の事業所に頼る事もある。 

佐田 ・佐田１事業所。選べない。加算あり。 

多伎 
・多伎のヘルパー事業所が休止以降、湖陵、出雲市内から事業所を探して

いる。口田儀、奥田儀方面は不足と感じている。 

大社 
・大社地区の事業所で人員不足のため、他事業所へ変わってくださいとい

うケースが数件あった。新規の際の受入れを断られることが多い。 

斐川 

・サービスを希望されても（全地区的に）利用できる事業所が手一杯で断

られることがある。 

・新規利用が出来ない。利用回数を増やすことが出来ない。（斐川西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

充足

5%

やや不

足

41%不足

41%

未回答

13%
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●訪問入浴介護 

 

★全体的に事業所数が足りない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 
・全体的に訪問入浴事業所の数が足りない。 

・市全体で減少していると感じている。 

平田 
・平田には事業所がありません。出雲市内でも少ないです。重度の方が利

用できると在宅生活の継続に繋がると思います。 

佐田 ・佐田圏域には事業所は無い。 

多伎 ・多伎には訪問入浴事業所が無い。 

湖陵 ・湖陵には無い。 

大社 ・日御碕、鵜鷺地区 

 

 

 

 

●訪問看護 

 

★地域によって不足しており、他圏域や

他市の事業所を利用する場合がある。 

 

★末期がんや難病など、訪問看護のニー

ズは増えてきている。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・南部、川跡、鳶巣に少ない。 

平田 ・斐川の事業所にお願いしたりもする。 

佐田 ・佐田圏域には事業所が無い。他圏域の事業所利用となる。 

多伎 
・口田儀、奥田儀については、特に大田市の福田医院訪看の存在が大きく

助かっている。 

大社 ・地域により（日御碕、鵜鷺地区）緊急時対応困難。 

斐川 
・現在、訪問利用が出来なくはないが、末期がんや難病にて訪問看護のニ

ーズは増えてきている。今後は、圏域にでは難しくなる。 

 

充足

0%
やや不足

15%

不足

36%

未回答

49%

充足

33%

やや不足

46%

不足

5%

未回答

16%
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●訪問リハビリテーション 

 

★リハビリのニーズは増えてきている。 

 

★事業所が不足しており、地域によって

は交通費が発生する。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 
・南部、川跡、鳶巣に少ない。 

・神西、神門、長浜地区は、出雲から訪問されるのに交通費がかかる。 

平田 ・平田地域にも事業所が１つしかないため、斐川、出雲の事業所を頼る。 

佐田 
・佐田圏域には事業所が無いため、交通費等が別途必要であり他圏域に比

べると金銭負担が多い。 

多伎 ・３０分以上時間のかかる場所からの訪問を受けている。 

湖陵 ・湖陵には無く、他町から来てもらっている。 

大社 
・他地区の事業所から訪問してもらっているが、大社地区にあってもいい

と思う。 

斐川 
・リハビリの希望ニーズは増えている。また、病院退院時に訪問リハをす

すめられ希望される事が多くなってきている。（西圏域） 

 

 

 

 

●通所介護 

 

★距離や送迎出来ない等の理由で利用を

断られる。 

 

★要支援、事業対象者の方の利用が困

難。 

 

★要支援の方の入浴支援ができる事業所

が限られている。 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 

・川跡、鳶巣地区に無い。 

・要支援の方について、空きが無いと断られる事がある。要支援１から２

になっても、もう１回利用したいと言っても何年も空かない。 

・事業対象者が増え、全域的に空きが無くなってきています。要支援で断

る事業所もあり、待機者も出てきています。 

充足

44%

やや不足

33%

不足

10%

未回答

13%

充足

15%

やや不足

44%

不足

28%

未回答

13%
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平田 

・送迎範囲から遠い理由で利用できない。特に北浜地区。 

・距離や送迎に組めないという理由で断られることがある。（鰐淵、北浜、

佐香、伊野） 

・伊野、佐香、北浜、鰐淵は送迎される事業所が少ないです。 

大社 

・大社町内に運動特化型デイサービスが無く、出雲、斐川からサービス提

供。日御碕、鵜鷺地区へ送迎出来ない。大社町内デイも日御碕、鵜鷺地区

へ送迎困難（しない）。 

斐川 ・要支援の方への入浴支援に対応するデイが限られている。 

 

 

 

 

●通所リハビリテーション 

 

★全体的に事業所が不足している。 

 

★地域によっては送迎できない事業所が

ある。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・神門にあるが、ほぼ要支援枠は無い。 

平田 
・平田には１か所しかなく、送迎エリアも限られる。 

・伊野、佐香、北浜、鰐淵は送迎される事業所が少ないです。 

佐田 
・佐田圏域から利用できる通所リハビリが無い。ニーズはあっても利用で

きない。 

湖陵 ・湖陵には無く、町外へ行くには自分で行く必要がある。 

斐川 

・斐川町でも出雲市内寄りであれば利用可能な所もあるが、全地区的に見

ても不足と感じる。 

・（斐川）町内に無い。出雲、平田のデイケアは送迎の範囲に入らない。 

 

  

充足

5%
やや不足

18%

不足

56%

未回答

21%
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●短期入所生活介護 

 

★全体的に不足している。 

 

★祝日、連休の利用が困難。 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 
・長浜、神西、神門 

・祝日、連休に受けてもらえない。介護度の高い人が優先。 

平田 
・平田地域には２事業所しかないため、出雲、斐川の事業所に頼り、よう

やく間に合うような状況。 

佐田 ・圏内１事業所。空き不足。圏外送迎難しい。 

多伎 
・潮風苑のショートは新規の方も含めて断られることが多い。湖陵、出雲

でショートを見つけている。 

湖陵 ・必要な時利用できず、２泊３日を１泊２日で利用された。 

大社 
・要支援では計画することが少ない。でも依頼があった時に空きが無い事

は多い。 

斐川 

・急な用事等で単発で希望されると、満床にて利用が出来ない。圏域外で

探すことが殆ど。また、満床でなくても、事業所の都合（スタッフ不足）

にて断られる。 

 

 

 

●短期入所療養介護 

 

★全体的に不足している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・全体的に少ない。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

多伎 ・特に男性の受け入れが困難で、利用が難しい。 

湖陵 ・湖陵には無い。 

 

充足

13%

やや不足

59%

不足

15%

未回答

13%

充足

8%

やや不足

31%

不足

20%

未回答

41%
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●特定施設入居者生活介護 

 

★料金が高額。 

 

★地域によっては事業所自体がない。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・年金生活者には向いてない。料金が高額すぎる。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

湖陵 ・湖陵には無い。 

斐川 ・利用料金が高いので、利用者は限られている。 

 

 

 

●福祉用具貸与 

 

★充足している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・事業所も多く、利用者にとって選択の幅が広い。 

佐田 ・圏内に事業所は無いが、対応可能事業所多数。 

多伎 ・多伎には福祉用具事業所が無いが、対応は出来ている。 

斐川 
・福祉用具事業所は東圏域は１事業所であるが、他圏域があるので充足し

ている。 

 

 

 

  

充足

18%

やや不

足

36%

不足

18%

未回答

28%

充足

77%

やや不足

8%

不足

0%
未回答

15%
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●定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

 

★旧出雲市内にない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・斐川にあるが、出雲市内に無い。 

平田 ・斐川にあるが、平田での利用無し。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

 

 

 

●地域密着型通所介護 

 

★距離や送迎出来ない等の理由で利用を

断られる。 

 

★予防は短時間運動特化型デイの希望が

増えている。 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

平田 
・距離や送迎ルートに組めないという理由で断られることがある。（鰐淵、

北浜、佐香、伊野） 

斐川 
・予防は短時間運動特化型デイの希望が増えている。受入れが難しくなっ

てきている。 

 

 

 

 

●認知症対応型通所介護 

 

★名称を変える必要を感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

充足

13%

やや不足

18%

不足

31%

未回答

38%

充足

23%

やや不足

49%

不足

10%

未回答

18%

充足

23%

やや不

足

36%

不足

18%

未回答

23%
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サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 

・名称を変える必要を感じる。本人に書類を見せにくい。 

・要支援で受け入れて頂ける事業所もありますが、利用時に話が出来る相手

がおらず、支援レベルでは一般デイに行かれた方が予防になっています。 

 

 

 

●小規模多機能型居宅介護 

 

★ニーズは高いが空きがない。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・サービスの質の格差が大きい。 

平田 
・ニーズは高いと思うが、空きが無い。 

・事業所での対応力に差がある。エリアによって対応が厳しい。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

多伎 ・隣圏域にあり、利用受入れがない地域が多く困る。 

大社 ・時々、要支援のケースの移行先が居宅ＣＭが多く、不明。 

斐川 ・東圏域１か所事業所。受入れは難しい。 

 

 

 

●認知症対応型共同生活介護 

 

★施設数は増えたが、人材確保が課題。 

 

★地域によっては事業所が不足してい

る。 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 

・高浜、今市 

・第７期計画で新設し、施設数が増えたのは良かったが、人員確保が課題

だと思う。 

多伎 ・スタッフの確保が困難。 

湖陵 ・湖陵には無い。 

充足

18%

やや不足

44%

不足

20%

未回答

18%

充足

23%

やや不

足

33%

不足

16%

未回答

28%
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●地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

 

★不足している。 

 

 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

平田 ・平田には事業所がありません。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

湖陵 ・湖陵には無い。 

斐川 ・斐川町内に無い。 

 

 

 

●看護小規模多機能型居宅介護 

 

★ニーズはある。 

 

★旧出雲市内に増やして欲しい。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 ・看護が必要な受入れ先が少ないので、旧出雲市内にも増やして欲しい。 

平田 ・斐川地域にしか無い。平田地域には無い。ニーズはあると思う。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

大社 ・ニーズが不明。 

斐川 ・サービスはあるが、要支援は利用できない。 

  

充足

5%
やや不足

26%

不足

38%

未回答

31%

充足

5% やや不足

15%

不足

44%

未回答

36%
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●介護老人福祉施設 

 

★入所が困難。 

 

★低所得の方の入所先が無い。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 

・介護５の方の入所が主。事業者の利益優先に感じる。 

・要介護３の方は順番がなかなか来ない。多床室ならなおのこと入所がで

きない。 

平田 ・平田地域に２つしかない。他の出雲、斐川にも申込む現状あり。 

大社 ・低所得の方の入所出来るサ高住が無く、重度でも高額になる。 

斐川 
・斐川サンホームが移転予定で受入れが心配。 

・斐川サンホーム移転計画にて、東圏域、全くなくなる。 

 

 

 

●介護老人保健施設 

 

★事業所は不足している。 

 

★施設が増えても、人材確保ができなの

ではないか。 

 

 

 

 

 

サービス供給の過不足について感じていること（※回答者 所属する支援センター） 

※回答者 意見等 

出雲 
・南部、川跡地区には施設が無い。 

・施設が増えても、働く職員が確保できないのではないか。 

平田 
・平田地域に１つしか無い。近くの出雲の地域の施設を利用することあ

り。 

佐田 ・佐田圏域には無い。 

湖陵 ・湖陵には無い。 

斐川 ・家族から次の入所先の相談がある。 

 

  

充足

10%

やや不足

36%

不足

39%

未回答

15%

充足

10%
やや不足

26%

不足

36%

未回答

28%
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問３ 第８期計画に向けた意見をご記入ください。（任意） 

 

【居宅介護支援事業所】 

圏域 意見等 

第一 

・医療依存度の高い方の入所、ショートステイ先が無い。 

・虐待された方や災害により、住居が倒壊する可能性がある方などの緊急避難で

きるシェルターが必要ではないかと思う。虐待された方への支援。 

・身寄りのない方の支援。（身元保証人や死去後の問題等）施設利用時に、身元

保証人や何かあった時に動いてくれる方がいないと、契約を渋られることもあ

る。成年後見人の導入が難しい方の支援。日常生活自立支援事業がもっと柔軟に

対応してくれると有難い。なかなか、利用のハードルが高いし、四角四面の対応

が多い。 

・福祉用具購入や住宅改修の作成や書類の提出はケアマネだけでなく、指定され

た専門家等柔軟に対応できるようにお願いしたい。 

・ある程度、柔軟な対応をしてくれる事業者等が増えてこないと、地域で支える

生活が難しくなってくると思う。 

第二 

・介護医療院の開設。今後ますます増加が見込まれる慢性期の医療、介護ニーズ

へ対応するためにも介護医療院が必要になってくると思われる。 

・どの事業所も職員体制が整わないようで、無理が言えない。その負担が家族や

本人にかかっているように感じる。 

第三 

・在宅医療・介護連携や認知症への取り組みなど、出雲市独自の取り組みを感じ

る事は多々ありました。ただ、市民に直接提供するサービス事業所が増えない状

況は厳しい状況と感じます。上記（問２）でも述べましたが、在宅医療では認定

審査会の末期患者の審査のあり方、訪問入浴介護事業所の減少、訪問看護の最大

数の不足などの課題を感じますので、更なる工夫が必要ではないでしょうか。認

知症の取り組みは一般の方々への啓蒙も含め十分な活動を感じますが、こちらも

また認知症に特化した方々の生活を支えるために毎日３６５日支援が出来るサー

ビスがあればよいと思います。高齢者の交通手段についても工夫が必要ではない

でしょうか。例えばセニアカーは、介護保険では車椅子扱いなので介護保険では

ない方法でセニアカーのレンタルやアシスト付き３輪自転車のレンタルなどは、

いかがでしょうか。 

・出雲市の住民が自分の願う場所で生活し、最後を迎えることができるために

は、自宅での介護サービスを充実させる必要がある。訪問系サービスの充足、質

の担保が必要。採算が取れず休止廃止している訪問入浴事業は重要な事業と思

う。何らかの支援をして継続できるようにしていただきたい。 

・今後、看取りの出来る小規模多機能、グループホームが増えてもらうと助かり

ます。 

・明確に不足しているのは、訪問入浴である。ベッドで寝たきり、易感染の人な

ど外出も出来ないため必要である。入浴は生活の上での楽しみと位置付けている

人も多く、増えなければならないサービスと思われる。※しかし、末期患者の多

くは、サービス開始から終了まで短く、事業を継続するのは難しいのも現状か。 

浜山 

・人材確保と定着化に向けて 

・サービスが不足していることもあるが、介護業界に努める人材の発掘について

も検討して欲しい。 

南 

・介護職の賃金ＵＰが、まず必要であると思います。どの事業所も職員不足で、

充分な介護ができていません。介護職の資格手当が付く事で給与ＵＰが見込めま

す。 
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圏域 意見等 

南 

・空き家を利用して、誰でももう少し簡単にデイサービスとかショートステイの

ような事業が出来るといいのではないかと思いますが・・・。高齢者のシェアハ

ウスが理想です。お互いの安否確認、健康を気遣うなど、高齢者にとって必要な

支え合い自然に生まれやすいと考えます。シェアハウスで介護サービスを利用し

て生活してはどうでしょうか。 

河南 

・市独自サービスの強化（福祉用具の購入、住宅改修のみのプランに対する報

酬） 

・ヘルパーや通所職員の不足により、断られるケースが増えている。労働形態の

改善や取組みを行い、介護職員の確保が必要。自動車免許の返納により引きこも

るケースもある。少額（５００円以下）で移動できる手段を迅速に行う必要があ

る。 

・通所介護が２０１７年度の制度改正で最も収支差率が下がり人員不足と合わせ

て影響が大きく、閉業する事業所もあった。居宅介護支援も同様だが改善が望ま

れる。 

・サービス事業所がない地域は働く人がいない（以前あったが閉鎖した）、他の

地域でもサービスに不足を感じるのは、スタッフ不足が原因で利用制限をかけた

り、事業所がフル稼働していないのではないか。新たに増やす必要性のあるサー

ビスもあると思うが、それだけではないと思う。それぞれの事業所が人材不足な

く稼働できるように政策を考えて欲しい。 

平田 

・唐川等の山間部、地合、坂浦、、塩津等の市街から離れた漁村部など訪問系、

通所系とも受けてもらえる事業所が少なくサービスを組む際に苦労をする。 

・要介護１、２を介護保険から外すという議論もある中、生活支援サービスの充

実が強く求められています。国もサービス創出に向けての支援を行うことになり

ました。将来に向けて総合事業のＡ型だけでなく、地域住民の参画によるＢ型、

Ｄ型の創出は不可欠です。第８期計画にしっかりと盛り込んでいただきたいで

す。 

旭丘 

・独居や高齢者夫婦世帯、日中独居の方が増加傾向にあり、小規模多機能型サー

ビスや地域のインフォーマルサービスを組み入れたケアプランの作成が求められ

ている。地域の高齢者の居場所作りをより一層充実させてもらいたい。 

佐田 

・町内でも山の中、だいぶ奥の方に対するサービスは不足している。町内で「医

療」が必要になると住めない。冬季は配食サービスやヘルパーも訪問できない。

認知症の方も増えているが、近隣の助けで生活がある程度できる方も多い。認知

デイやショートが不足しているため、限界が早いのも事実。農家の方が多く、年

金が少ない。店もなくなり、衣服の購入も町内ではできない。往診も難しい時が

ある。 

多伎 

・田儀地区には商店が無く、車に乗れない高齢者は買い物に不便を感じているこ

とが多い。移動販売の「とくしまる」の利用もまだ少なく、周知不足であった

り、立ち寄り可能な範囲も限られている。 

湖陵 

・施設入所を希望される方が増えているなか、受け皿が少ない。また、生活費や

介護サービス費を年金で賄うことができず、必要なサービスを受けられない方も

おられます。高齢者が安心して生活できるように声を聞きながら地域での生活を

支えていただくような支援・計画をお願いいたします。 

大社 

・商店が遠い地域の人は買い物で困っている。訪問介護で買い物を頼んでも、街

中の人は買い物を頼んでも時間がかからないが、商店が遠いところは行き帰りだ

けでも時間がかかる。買い物をしてからの訪問でも、片道だけでも時間がかか

る。 

・医療依存度の高い人が利用できる在宅の事業所が少ない。入所の施設も少な

い。 
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圏域 意見等 

大社 

・当事業所は要支援の利用者のプランも受けているが、事業所によっては受けな

いところがあると聞く。セルフケアプランについて考えるべきではないか。 

・遠隔地の利用者に対するサービスの充実も課題だと思う。介護タクシーを必要

時に使えなくなっている。対策を講じるべきだ。 

・介護サービスではありませんが、福祉タクシー（車椅子・ストレッチャー）が

不足しており、病院受診などの際に手配できず困ることがよくあります。 

斐川西 

・斐川町内のデイサービスの数が少なく、選ぶことが出来ないので困る。リハビ

リ希望の方がおられてもデイケアが無く、訪問リハビリを利用するしか方法が無

いケースが多く困る。今後、定期巡回サービスや小規模多機能サービスの拡充を

お願いしたい。 

・通院等、介護タクシー（福祉タクシー）の予約がなかなか取れない状況があり

ます。 

斐川東 

・団塊の世代の方々がどのような生活を望んでいらっしゃるのか。介護予防は重

要な課題になり、前段階からのアプローチが必要ですが、リハビリについてのサ

ービスの受入れ先の確保が必要かと思います。また、働く場を作るなど、生きが

いの持てるような機会があるといいと思います。リハビリについては、飯南町や

雲南市の取組みをされることはいかがでしょうか？今後、利用者の要望が高くな

るものと思われます。（ストレスフリーの場、少々高くても美味しい食事が提供

される、美容、リラクゼーション など） 

 

 

【高齢者あんしん支援センター】 

事業所 意見等 

出雲 

・ケアマネジメント費の利用者負担、無いように。 

・重度化防止のため、通所型サービス、リハビリの受入れが充実できると良いと

思います。 

・大半の方々が最後までの在宅生活を望んでおられます。状態が悪くなると、直

ぐに施設に頭が行く利用者、家族がいるが、小規模多機能など地域密着型サービ

スの充実が施設入所を軽減させる可能性があるのではと思います。 

・人員不足な事業所の話を耳にするので、他都道府県の事業所や人員（異動して

いる管理者）を受け入れてどうでしょう。 

・事業対象者での現行相当サービスの利用については、よく考えてもらいたい。 

多伎 

・多伎にヘルパー事業所が無い事と、ショートステイの新規受入れが困難。 

・訪問介護の事業所が無いため、遠くからの支援となってしまう。頻回な訪問は

期待できない。小規模多機能として担当施設はあっても、広域となり訪問通所対

応が無く、利用することができず困る。 

大社 

・どの事業所も人員の確保が大変そう。その中で、支援は・・・と断られる事

も。 

・福祉従事者の確保 

・日御碕、鵜鷺地区へのサービス（特に通所サービス）の充実。（送迎の問題で

サービス利用困難） 

・通所介護の入浴、送迎を断られる事業所が多い。改善を。 
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出雲市のデータ

全域 第一 第二 第三 浜山 南 河南 平田 旭丘 光 佐田 多伎 湖陵 大社 斐川西 斐川東

174,790 16,375 17,705 27,701 15,709 5,162 11,696 16,398 5,028 3,262 3,181 3,339 5,202 14,495 18,180 11,357

52,031 4,758 4,224 6,359 4,353 2,147 3,152 5,548 1,797 1,391 1,451 1,395 1,889 5,407 4,601 3,559

29.77% 29.06% 23.86% 22.96% 27.71% 41.59% 26.95% 33.83% 35.74% 42.64% 45.61% 41.78% 36.31% 37.30% 25.31% 31.34%

特養 1,010 110 50 80 0 0 80 0 80 130 50 30 80 150 120 50

小規模特養 78 29 0 20 0 0 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計（Ｃ） 1,088 139 50 100 0 0 109 0 80 130 50 30 80 150 120 50

（Ｂ－Ｃ） 50,943 4,619 4,174 6,259 4,353 2,147 3,043 5,548 1,717 1,261 1,401 1,365 1,809 5,257 4,481 3,509

29.15% 28.21% 23.58% 22.59% 27.71% 41.59% 26.02% 33.83% 34.15% 38.66% 44.04% 40.88% 34.78% 36.27% 24.65% 30.90%

66,897 6,969 7,836 11,060 5,927 1,737 4,331 5,685 1,691 1,213 1,165 1,309 2,077 5,441 6,687 3,769

34,603 3,334 2,927 4,241 2,867 1,358 2,091 3,592 1,200 943 945 923 1,326 3,596 2,997 2,263

男 2,841 322 294 320 241 95 163 240 103 86 90 93 142 324 198 130

女 6,261 861 652 826 458 169 366 493 174 196 173 183 326 703 421 260

計（Ｅ） 9,102 1,183 946 1,146 699 264 529 733 277 282 263 276 468 1,027 619 390

施設差引（Ｅ－Ｃ） 8,014 1,044 896 1,046 699 264 420 733 197 152 213 246 388 877 499 340

6,675 712 626 890 570 248 406 640 171 133 185 207 259 720 532 376

1,012 92 66 111 85 62 55 134 36 33 28 33 39 110 61 67

16,789 1,987 1,638 2,147 1,354 574 990 1,507 484 448 476 516 766 1,857 1,212 833

905

1 974 105 71 124 73 40 50 129 31 32 29 32 35 94

2 1,402 132 100 185 115 60 70 155 43 29 49 52 48 163

1 2,629 268 228 306 215 101 165 258 74 65 98 69 88 305

2 2,187 179 173 249 185 106 155 219 60 63 67 61 90 244

3 1,501 166 119 159 108 64 86 164 68 79 35 29 49 168

4 1,185 149 90 123 68 46 84 114 39 49 34 23 44 163

5 819 82 55 95 46 32 76 57 38 39 27 22 42 101

10,697 1,081 836 1,241 810 449 686 1,096 353 356 339 288 396 1,238

全域 第一 第二 第三 浜山 南 河南 平田 旭丘 光 佐田 多伎 湖陵 大社 斐川西 斐川東

訪問介護 48 9 5 6 6 2 3 7 0 0 1 0 1 4 2 2

訪問入浴 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

訪問看護 18 5 2 3 0 0 0 2 0 0 0 1 1 1 2 1

訪問リハビリ 4 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0

通所介護 37 3 3 3 2 1 3 7 1 0 0 1 1 5 5 2

通所リハビリ 7 0 2 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0

短期入所（生活） 25 4 1 4 0 1 2 0 1 2 1 1 1 2 3 2

短期入所（療養） 9 0 2 1 0 0 1 0 0 2 0 1 0 1 1 0

特定 12 0 2 1 3 0 0 1 0 0 0 0 2 1 1 1

福祉用具 18 1 1 5 4 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3 1

定期巡回 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

地デイ 42 5 6 4 6 4 1 5 0 1 3 0 1 1 1 4

認デイ 10 2 0 1 1 0 2 0 0 1 0 1 0 0 0 2

小規模 17 2 1 2 1 1 2 1 1 1 0 0 1 1 2 1

グループホーム 38 3 4 3 2 1 2 5 1 3 1 1 2 5 1 4

小規模特養 3 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

看多機 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

介護老人福祉施設 19 2 1 1 0 0 2 0 2 2 1 1 1 2 3 1

介護老人保健施設 9 0 2 1 0 0 1 0 0 2 0 1 0 1 1 0

323 38 33 38 26 10 23 29 6 16 7 9 11 27 28 22

訪問介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問入浴 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問看護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問リハビリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通所介護 1,050 123 85 70 50 30 75 192 25 0 0 25 30 130 170 45

通所リハビリ 230 0 60 40 0 0 40 0 0 25 0 25 0 40 0 0

短期入所（生活） 338 90 0 50 0 20 20 0 10 20 10 10 20 20 34 34

短期入所（療養） 40 0 0 0 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特定 583 0 78 42 180 0 0 50 0 0 0 0 90 50 50 43

福祉用具 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

定期巡回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地デイ 584 55 93 58 78 53 10 71 0 15 46 0 10 15 18 62

認デイ 111 24 0 12 12 0 15 0 0 12 0 12 0 0 0 24

小規模 434 52 25 43 25 25 58 25 29 29 0 0 25 25 58 15

グループホーム 576 54 45 36 36 18 27 81 9 45 9 18 36 72 18 72

小規模特養 78 29 0 20 0 0 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0

看多機 47 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 0

介護老人福祉施設 1,010 110 50 80 0 0 80 0 80 130 50 30 80 150 120 50

介護老人保健施設 654 0 190 80 0 0 104 0 0 100 0 50 0 50 80 0

5,735 537 626 531 381 146 498 419 153 376 115 170 291 552 595 345

11 2 3 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 2 0

139 25 21 26 8 4 11 15 1 1 3 1 3 9 9 2

62 13 6 10 4 0 3 8 0 0 2 1 0 5 7 3

80 13 14 21 3 1 7 9 1 0 0 0 0 4 6 1

292 53 44 58 15 5 23 33 2 1 5 2 3 18 24 6

医療機関数

薬局

施設

病院

医科診療所

歯科診療所

計

高齢化率（Ｄ／Ａ）

世帯数

高齢者のみの世帯数

高齢者世帯数

独居高齢者数

高齢者夫婦世帯数

その他

計

差引（Ｄ）

圏域

人口（Ａ）

高齢者数（Ｂ）

高齢化率（Ｂ／Ａ）

施設在住高齢者数

129

201

389

336

207要介護

計

居宅サービス

地域密着型サービス

施設

居宅サービス

地域密着型サービス

圏域

（令和2年7月31日時点）

（令和2年7月31日時点）

（令和2年7月31日時点）

事業対象者数

（令和2年3月31日時点）

（令和2年3月31日時点）

（令和2年3月31日時点）

159

107

1,528

施設数

定員

計

計

介護保険認定者数

要支援



 

市内特別養護老人ホーム等の待機者等について 

 

１．特別養護老人ホーム（令和 2年 1月 1日時点）       

⑴施設数・定員・入所者数・入所率・待機者数          （単位：人、％） 

区分 施設数 定員 入所者数 差引 入所率 待機者数 

広域型特養 

（定員 30人以上） 
15 1,010 969 41 95.9% 1,021 

地域密着型特養 

（定員 29人以下） 
3 78 78 0 100% 109 

合計 18 1,088 1,047 41 96.2% 1,130 

 

 ⑵待機者の内訳（介護度・居所別）               （単位：人） 

区分 待機者数 要介護 1.2 要介護 3 以上 在宅者 在宅以外 

広域型特養 

（定員 30人以上） 
1,021 89 932 335 686 

地域密着型特養 

（定員 29人以下） 
109 1 108 35 74 

合計 1,130 90 1,040 370 760 

特養の入所要件：平成 27年 4月 1日から原則、要介護 3以上の者 

 

２．認知症グループホーム（令和 2年 7月 31日時点） 

 ⑴事業者数・定員・入居者数・入居率・待機者数       （単位：人、％） 

項目 事業者数 定員 入居者数 差引 入居率 待機者数 

グループホーム 38 576 560 16 97.2% 229 

  

⑵待機者の内訳（居所別）       （単位：人） 

項目 待機者数 在宅者 老健入所者 

グループホーム 229 174 55 

 

３．（看護）小規模多機能型居宅介護事業所（令和 2年 8月 19日時点） （単位：人、％） 

項目 事業者数 定員 登録者数 差引 登録率 

小規模多機能型 17事業所 434 352 82 81.1% 

看護小規模多機能型 

（サテライト含む） 
1事業所 47 40 7 85.1% 

 

追加資料 


